
１
．
鳥
獣
被
害
状
況
を
ど
の
程
度
把
握

し
て
い
る
の
か
。

２
．
早
急
に
「
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
１
．
カ
ラ
ス
な
ど
の
鳥
類
、
ね
ず

み
な
ど
の
獣
類
に
よ
る
被
害
に
加
え
、

昨
年
か
ら
新
た
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

被
害
も
確
認
さ
れ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
等

の
果
樹
５０
ア
ー
ル
で
根
を
掘
ら
れ
た

り
す
る
被
害
が
出
て
い
る
が
、
掘
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
木
が
枯
れ
た
と
い

う
報
告
は
な
い
た
め
、
被
害
額
に
つ

い
て
は
算
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
最
近
で
は
、
５
月
１８
日
午
後
３
時

頃
に
柳
沢
の
柳
沢
寺
か
ら
上
っ
た
と

こ
ろ
で
、
２
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
発
見

し
た
と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
す
で
に
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ

れ
た
よ
う
に
豊
田
小
学
校
の
野
草
観

察
園
の
ヒ
メ
サ
ユ
リ
の
球
根
被
害
が

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か

と
い
う
情
報
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

２
．「
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
を
年
内

に
策
定
す
る
予
定
で
す
が
、
被
害
状

況
を
見
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
町

の
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
結
成
し
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
駆
除
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
県
の
総
合
交
付
金
な
ど
の
制
度

を
活
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
要
介
護
認
定
者
へ
「
障
害
者
控
除
認

定
書
」
の
申
請
書
を
全
員
に
届
け
て

は
ど
う
か

　
　
申
告
時
、
障
害
者
手
帳
が
な
く
て

も
６５
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
本
人
や
扶
養
親
族
に
認
定
者

が
い
る
場
合
、
市
町
村
長
が
認
め
れ

ば
所
得
税
、
町
県
民
税
の
障
害
者
控

除
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
る
が
、

十
分
な
周
知
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

要
介
護
認
定
者
へ
申
請
書
送
付
ま
た

は
要
介
護
認
定
者
で
対
象
要
件
に
該

当
す
る
方
へ
認
定
書
の
送
付
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
の
認
定
基
準
が
適
切
で
あ
る

の
か
を
検
討
し
た
上
で
、
要
介
護
認

定
者
へ
の
申
請
書
ま
た
は
認
定
書
の

送
付
に
つ
い
て
も
来
年
の
申
告
時
期

に
向
け
た
周
知
に
十
分
間
に
合
う
よ

う
方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

　
　
第
５
次
中
山
町
総
合
計
画
・
後
期

５
か
年
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ

の
中
で
は
確
か
な
学
力
の
向
上
策
の

推
進
な
ど
教
育
に
関
す
る
主
要
な
施

策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の

施
策
を
踏
ま
え
、
次
の
３
点
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

１
．
今
年
度
予
算
で
「
学
力
向
上
推
進

事
業
」
と
し
て
教
職
員
の
講
習
会
を

複
数
回
行
い
、
指
導
能
力
の
向
上
を

図
る
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
目
標
は
。

ま
た
、
そ
れ
は
後
期
計
画
の
５
年
間

継
続
か
、そ
れ
と
も
単
年
度
の
事
業
か
。

２
．
中
山
中
学
校
、
豊
田
小
学
校
、
そ

し
て
今
年
度
か
ら
長
崎
小
学
校
で
も

エ
ア
コ
ン
に
よ
る
冷
暖
房
が
行
わ
れ

る
が
、
そ
の
運
用
基
準
は
。

３
．
中
学
校
の
教
育
現
場
で
は
部
活
動

の
維
持
が
大
変
に
な
っ
て
き
て
い
る

が
、
部
活
動
の
再
編
等
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
１
．
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
学
校

訪
問
や
、
主
任
指
導
主
事
に
よ
る
授

業
研
究
会
へ
の
指
導
等
を
通
じ
て
児

童
生
徒
の
様
子
を
見
取
り
、
学
ぶ
意

欲
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
を
含
め

た
幅
広
い
学
力
が
身
に
付
い
た
か
ど

う
か
、
つ
ま
り
は
教
師
の
指
導
力
向

上
が
図
ら
れ
た
か
ど
う
か
を
判
断
し
、

見
直
し
を
行
い
な
が
ら
効
果
的
な
事

業
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

２
．
町
の
取
扱
い
に
準
じ
、
夏
場
は
室

温
を
２８
℃
前
後
、
冬
場
は
室
温
を

２０
℃
前
後
に
設
定
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
基
本
に
各
学
校
に

お
い
て
、
児
童
生
徒
の
状
況
を
十
分

観
察
し
な
が
ら
適
切
に
運
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。

３
．
部
活
動
は
学
校
の
教
育
活
動
の
一

環
で
あ
り
、そ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

最
終
的
に
学
校
長
の
判
断
と
な
り
ま

す
が
、
一
方
で
、
生
徒
お
よ
び
保
護

者
、
地
域
住
民
並
び
に
関
係
ス
ポ
ー

ツ
団
体
等
の
希
望
や
考
え
を
把
握
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
現
在
、
中
山
中
学

校
で
は
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
評
議
員
、

各
部
活
動
保
護
者
会
代
表
者
、
各
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
三
役
、関
係
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
団
体
代
表
者
等
を
構
成
員
と
す

る
部
活
動
の
適
正
委
員
会
等
の
設
立

を
検
討
し
て
お
り
、
学
校
及
び
生
徒

や
保
護
者
、
地
域
の
方
々
が
一
体
と

な
っ
て
問
題
を
共
有
し
、
適
正
な
部

活
動
運
営
の
あ
り
方
を
共
に
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

鎌上 徹 議員

町
民
と
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

上
で
、
５
年
間
の
活
動
結
果
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
は
当
然
で

は
な
い
か
。

１
．
評
価
・
総
括
を
町
民
に
公
表
す
る

考
え
は
。

２
．
後
期
計
画
終
了
後
も
公
表
し
な
い

の
か
。

　
　
１
．
前
期
５
か
年
基
本
計
画
の
主

要
な
施
策
お
よ
び
事
業
に
つ
い
て
、

「
中
山
町
政
策
推
進
本
部
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
会
議
」
の
中
で
評
価
・

検
証
作
業
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
資

料
に
つ
い
て
は
後
期
５
か
年
基
本
計

画
策
定
の
た
め
の
内
部
資
料
で
あ
り
、

今
後
公
表
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
今
後
、
評
価
・
検
証
の
方
法
を
含

め
て
見
直
し
を
行
い
、
公
表
の
方
向

に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
役
場
組
織
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
今
回
、
町
長
は
役
場
の
組
織
改
編

を
行
い
、
総
務
企
画
課
を
総
務
課
と

政
策
推
進
課
に
分
課
し
た
が
、
そ
の

改
編
理
由
は
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の

名
称
変
更
、
グ
ル
ー
プ
の
再
編
は
。

　
　
肥
大
化
し
た
総
務
企
画
課
の
ス
リ

ム
化
を
図
る
と
と
も
に
、
総
合
戦
略

等
の
推
進
を
図
る
た
め
再
編
し
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
健
康
福
祉
課
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
支
援
と
福
祉
を
合

わ
せ
た
「
福
祉
子
育
て
支
援
グ
ル
ー

プ
」、
介
護
保
険
事
業
の
充
実
お
よ

び
体
制
強
化
を
図
る
た
め
「
介
護
支

援
グ
ル
ー
プ
」と
し
て
整
理
し
ま
し
た
。

②
教
育
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
こ
の
た
び
の
教
育
委
員
会
制
度
改

正
の
中
、
秋
葉
氏
を
教
育
長
に
選
任

し
た
理
由
は
。
ま
た
、
制
度
の
変
更

点
は
。

　
　
新
教
育
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
秋

葉
秀
出
男
氏
は
、
人
格
・
識
見
と
も

高
く
、
広
く
社
会
実
情
に
通
じ
て
い

る
こ
と
、
県
教
育
委
員
会
教
育
次
長

の
経
験
等
か
ら
選
任
し
ま
し
た
。
ま

た
、
教
育
委
員
会
制
度
改
正
の
主
な

部
分
は
、
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を

一
本
化
し
た
新「
教
育
長
」の
設
置
、

全
て
の
公
共
団
体
へ
の
「
総
合
教
育

会
議
」
の
設
置
な
ど
で
す
。

　
　
ま
た
、
教
育
委
員
会
の
職
務
と
し

て
、
１
．
学
校
教
育
、
２
．
社
会
教

育
、
３
．
文
化
財
の
保
護
と
あ
る
が
、

秋
葉
教
育
長
の
考
え
は
。

　
　
１
．
小
・
中
９
年
間
を
通
し
た
教

育
の
一
層
の
充
実
に
向
け
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

２
．「
中
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」

の
推
進
な
ど
、
町
民
の
健
康
づ
く
り

等
に
そ
の
成
果
を
活
か
せ
る
よ
う
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
県
指
定
有
形
文
化
財
「
柏
倉
家
住

宅
」
は
、
個
人
に
よ
る
維
持
管
理
が

困
難
と
の
理
由
か
ら
町
へ
の
寄
附
の

意
向
が
示
さ
れ
て
お
り
、
保
存
・
活

用
、
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

③
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
　
５
月
２９
日
付
の
山
形
新
聞
に
よ
れ

ば
、
活
断
層
上
に
立
地
す
る
施
設
と

し
て
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
な
か

や
ま
保
育
園
、
斎
場
の
３
施
設
が
該

当
し
て
い
る
。

１
．
３
施
設
は
震
度
６
、
７
の
地
震
に

耐
え
ら
れ
る
の
か
。

２
．
一
般
住
宅
、
ま
た
長
崎
地
区
に
つ

い
て
は
。

３
．
地
震
に
対
す
る
備
え
は
十
分
か
。

　
　
１
．
昭
和
５６
年
改
正
の
建
築
基
準

法
に
基
づ
い
て
お
り
、
震
度
６
強
か

ら
７
の
巨
大
地
震
で
も
倒
壊
や
崩
壊

し
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
昭
和
５６
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で

建
築
の
耐
震
性
が
低
い
住
宅
で
は
、

傾
く
住
宅
や
倒
れ
る
住
宅
が
多
く
予

想
さ
れ
、
耐
震
性
が
高
い
住
宅
で
も

地
域
に
よ
っ
て
は
被
害
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

３
．
町
で
は
毎
年
の
防
災
訓
練
の
実
施

や
食
糧
等
の
備
蓄
を
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
ほ
か
各
家
庭
で
の
家
具
の

固
定
や
食
糧
等
の
備
蓄
、
地
域
で
の

防
災
訓
練
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

促
し
、
町
民
の
防
災
意
識
の
向
上
な

ど
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

①
鳥
獣
被
害
の
対
策
に
つ
い
て

　
　
近
年
、
全
国
的
に
農
作
物
に
対
す

る
鳥
獣
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

当
町
で
も
以
前
か
ら
被
害
の
声
は
出

て
い
た
が
、
最
近
で
は
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
家
の
被
害
や
豊
田
小
学
校
の

野
草
観
察
園
で
の
ヒ
メ
サ
ユ
リ
の
球

根
被
害
な
ど
が
出
て
き
て
い
る
。

村山 隆 議員

西塔いく子 議員
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